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令和元年度 第１回総合教育会議 会議録 

日 時    令和元年８月２日（金）午前８時４５分～９時４５分 

場 所    市役所本館３階 対策室３ 

出席者    新潟市長 

中原 八一 

       教育委員会 

        教育長  

前田 秀子 

委員  

佐藤 久栄、上田 晋三、田中 賢一、渡邉 節子 

山倉 茂美、小野沢 裕子、市嶋 洋介、渡邊 純子 

事務局出席者 市長部局 

        政策企画部長 三富 健二郎、政策調整課長 野坂 俊之 

       教育委員会事務局 

        教育次長 高居 和夫、古俣 泰規、教育総務課長 渡邉 剛 

議 題 

       「新潟市教育ビジョン第４期実施計画（案）について」 
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○司会

（政策企画部長）

 これより令和元年度第１回総合教育会議を開催いたしま

す。

 本日は朝早い時間から、また、大変暑い中お集まりをいた

だきまして、ありがとうございます。司会を務めさせていた

だきます、政策企画部長の三富でございます。どうぞ、よろ

しくお願いいたします。

 本日は、令和２年度から始まります、新潟市教育ビジョン

第４期実施計画につきまして、本市の教育ビジョンに掲げま

した３つの基本目標である、「学力・体力に自信をもち、世界

と共に生きる心豊かな子ども」、「生涯を通じて学び育つ、創

造力と人間力あふれる新潟市民」、「自立した学びと開かれた

学びを支援する学習環境」、この３つの実現に向けた考え方や

視点、取組などにつきましてご意見を頂戴したいと考えてお

ります。

 それでは、ここからの議事進行は、中原市長にお願いしま

す。よろしくお願いいたします。

○市 長  改めて、おはようございます。よろしくお願いします。

 それでは、議題に入らせていただきたいと思います。新潟

市教育ビジョン第４期実施計画（案）について、事務局から

説明をお願いします。

○事務局

（教育総務課長）

 おはようございます。教育総務課長の渡邉でございます。

私の方から新潟市教育ビジョン第４期実施計画（案）につい

ての説明をさせていただきます。 

 それでは、「新潟市教育ビジョン第４期実施計画（案）につ

いて」という表題の資料をご覧ください。 

 まず、１ページをお開きください。「新潟市教育ビジョン基

本目標」という表題になっております。本市では平成 19 年度

より３つの基本目標を示しました基本構想に基づいて、具体

的な実施計画を策定して教育の実施を行ってまいりました。

そして、第３期実施計画に基づく事業の実施状況、成果や課

題などを踏まえまして、昨年度より第４実施計画の策定を進

めてまいったところです。 

 第４期実施計画につきましては、来年度から令和６年度ま

での５年間を計画期間としておりますけれども、現在パブリ

ックコメントを実施しているところでございます。 

 ２ページをご覧ください。「第４期実施計画の中心的な考え

方」についてでございます。こちらは、第４期実施計画の一

番の特徴ということで、中心的な考え方を示しまして、本市

の教育の方向性をより明確にしたというものです。「これから

の社会をたくましく生き抜く力の育成」がその中心的な考え
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方でございます。これまで成果を上げてきました「学・社・

民の融合による人づくり、地域づくり、学校づくり」はサブ

タイトルとして掲げたところです。 

 ３ページをご覧ください。今ほどの中心的な考え方につい

てご説明いたします。まず、「これからの社会」という用語が

ありますが、こちらについては、人口減少や高齢化、グロー

バル化の進展に伴う外国人とのかかわりの増加、そして超ス

マート社会の実現など、これまで誰も経験したことのない社

会のことを指しております。本市におきましても、若者の県

外流出等による人口減少や高齢化により、地域の活性化とそ

れを推し進める人材の確保や育成が必要となってきておりま

す。 

 ４ページをご覧ください。そうした社会の中で学びを活か

したり、他者と協働したりしながら、課題解決や自己実現に

向けて様々なことに挑戦し続けるなど、たくましく生き抜く

力を育てることで、主体的に物事を成し遂げることができる

人材を、学・社・民が一体となって育成してまいります。 

 ５ページをご覧ください。「これからの社会をたくましく生

き抜く力の育成」を中心的な考え方として、それを実現する

ための手立てとして、５つの視点を設定したものでございま

す。この図の下の方ですが、誰もが安心して学ぶことができ

る教育・学習環境づくりを目的とする「学びの基盤を固める

２つの視点」を土台としまして、その上にこれからの社会を

たくましく生き抜く力を育てていくための、「新潟市の教育を

推進する３つの視点」を設定したところでございます。 

 まず、「新潟市の教育を推進する３つの視点」の方から説明

いたします。６ページをご覧ください。視点１ですが、これ

は主として学校教育を念頭に置いております。これからの社

会をたくましく生き抜く力として、自信を持って自分の目標

に挑戦していく姿勢を育てたいと考えております。そのため

に、体験を通じて子どもたち一人一人の自己肯定感を高める

ことや、互いに認め合う集団づくりを大切にしていきます。

また、これからの社会で自己実現をしていくために必要なス

キルとして、英語やＩＣＴを活用する力を高め、それらを活

用したコミュニケーション力を高めてまいります。 

 次に、７ページをご覧ください。視点２でございます。こ

ちらは主として生涯学習を念頭に置いたものです。誰もがい

くつになっても何度でも学ぶことができるよう、学習ニーズ

に応じた多様な学習機会を、子育て世代も含めた各世代に提

供してまいります。学んだことを他の人に伝えたり、地域の
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ために活かしたりできるように支援を行うことにより循環型

生涯学習を推進してまいります。 

 次に、８ページをご覧ください。視点３でございます。こ

ちらはコミュニティ・スクールの設置を念頭に置いたもので

ございます。地域総がかりで子どもを育てることができるよ

うに、地域と学校が目標を共有し、役割と責任を分担するよ

うに、仕組みを整えてまいります。この仕組みにより、地域

の力を活かした学習活動がより充実したものになり、地域人

材の活躍の場が生まれます。また、学校の多忙化を招いてき

た諸会議を精選することができます。 

 次に、「学びの基盤を固める２つの視点」について、ご説明

します。９ページをご覧ください。まず、視点４ですが、こ

ちらは特別支援、いじめ、不登校、経済的な問題、家庭の問

題等、一人一人の困っている状況や意欲に応じた多様な支援

を行うことによりまして、誰もが安心して学べるようにして

まいります。 

 10 ページをご覧ください。視点５についてですが、中心的

な考え方の実現に向けた研修を充実させると共に、働き方改

革を踏まえて、研修の精選を行います。資質能力を高め、ゆ

とりを持って市民や子どもと接することができるようにする

ことで、子どもや市民に信頼される教育関係職員であるよう

にしてまいります。 

 そして、最後に 11 ページです。ここでは今後のスケジュー

ルを示してございます。現在実施中のパブリックコメントは

８月９日までの予定としております。その後、９月中にパブ

リックコメントへの回答を公表いたします。そして、それと

ともに実施計画案について必要な修正を行ってまいります。

そして９月から 12 月にかけて、事業と指標の策定を行い、２

月に完成ということで予定しております。 

 以上で、新潟市教育ビジョン第４期実施計画（案）の概要

についての説明を終わらせていただきます。「これからの社会

をたくましく生き抜く力の育成」を合い言葉に、新潟市が一

丸となって取り組むことができる実施計画にしたいと考えて

おりますのでよろしくお願いいたします。 

 なお、主な施策の内容など、詳細につきましては、お手元

冊子の「新潟市教育ビジョン第４期実施計画（案）」をお配り

しておりますので、こちらをご覧いただければと思います。 

○市 長  ありがとうございました。

 それでは、今回の実施計画案の考え方や視点、取組などに

ついて、委員の皆様からご意見をお願いしたいと思います。
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○田中委員  私は視点１にかかわって、子どもの自己肯定感を高めると

いうことについて、若干意見を述べさせていただきたいと思

います。皆様ご存じのように、昨日の報道にもありましたよ

うに、文科省はこの７月 31日に今年度の全国学力学習状況調
査の結果を公表しました。全国の小学校６年生と、中学校３

年生を対象にしまして、国語、算数、数学等の問題と共に、

質問紙による調査も例年行われております。その中で、例え

ば、「自分には良いところがあると思いますか」という質問に

対しまして、「当てはまる」、「どちらかといえば当てはまる」

と回答した新潟市の小学生は、85.1 パーセントでして、これ
は全国平均よりも 3.9ポイントの増となっています。また、新
潟市の中学生は 77.9パーセントで、こちらも全国平均よりも
3.8ポイントの増となっています。この質問というのは毎年行
われておりまして、全国平均との比較では、今年の方が昨年

よりも１から２ポイント近く高まっております。日本の子ど

もは自己肯定感が低いと一般的に言われている中で、新潟市

の子どもたちの自己肯定感が徐々に高まってきているという

のは、学校現場の先生方が、子どもたち一人一人の良い点や、

可能性を見つけてほめるなどの取組を積極的に行っている証

左だな、と私は考えています。また、この取組を学校便りな

どで家庭や地域に情報発信したり、地域と学校パートナーシ

ップ事業で子どもたちと地域の大人が一緒に活動することな

どによりまして、保護者や地域の方々から称賛される機会が

増えてきたからだな、とも考えています。

 自己肯定感といいますと、良い面だけが取り上げられる傾

向がありますが、人間には長所もあれば短所もあります。こ

れからの社会の担い手となる子どもたちが、その長所だけで

なく、短所も含めた自分らしさとか、個性というものに自信

を持って、一人一人が自己実現を図ることができるよう、学

校はもちろん、家庭や地域において、共に子どもを育ててい

く、共に子どもの自己肯定感を育む必要があると考えていま

す。そのためには、学校の教育目標や取組を家庭や地域と共

有し、開かれた教育課程のもと、中学校区単位で未来の子ど

も像というものをしっかりと描きながら、学校、家庭、地域

が一体となって、それこそ市長のおっしゃる「人とのかかわ

り」とか、「多様性」を重視する教育を積極的に推進する必要

があると私は考えております。

○市 長  ありがとうございました。

○渡邊純子委員  私は視点２の社会教育に関して少し意見を述べさせていた

だきます。人生 100 年時代を見据えた循環型生涯学習の推進
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というのは、ますます重要になってくると思います。「にいが

た市民大学」は、生涯学習の一環としての事業で、新潟にか

かわる講座なども多岐に渡っており、私も受講しております

が、とても充実していると思います。市民が学び合い、学び

を深め心豊かに生活していくということ、学んだ知識や成果

を地域や次世代に伝えていくこと、そういう還元できるシス

テム作りはこれから更に大事であると思っております。また、

家庭教育の中で子育て支援の充実ということも言われており

ますが、乳児期からの読書活動というのが大事だと思ってい

ます。新潟市が 2011年から始めた「ブックスタート」という
事業は、図書館ボランティアが保護者と赤ちゃんに読み聞か

せをして、絵本を手渡すという事業です。これは、交流、コ

ミニュケーション能力を高めるということもありますし、世

代間の交流を深めるという意味で、循環型生涯学習として大

変評価できると思っています。

○市 長  ありがとうございました。

○山倉委員  山倉です。お願いします。「地域と一体となった学校づくり

を進める」ということで、私も思いを少しお話しさせていた

だきたいと思います。今、災害時の避難や、登下校の見守り

など、安心安全の取組などがありまして、地域と一体となっ

た学校づくりが、ますます大切になってきていることを感じ

ます。地域の方の生涯学習や、地域の茶の間の場として、空

き教室、パソコン教室、図書館などを利用してもらうことで、

学校に親しみを持ってもらい、そこから一歩進んで新たな学

習支援ボランティアに発展してくれるといいなと期待してい

ます。ただ、地域の方が子どもたちに一方的に何かしてあげ

るのではなく、子どもたちも積極的に地域の行事に参加した

り、避難所運営を一緒に考えたりすることで、お互いに何が

できるかという協力関係が生まれてくると思います。地域と

学校、そして子どもたちが普段から顔の見える関係を作るこ

とで、人と人のつながりができ、子どもたちの地域への愛着

や関心が育ってくれることを期待しています。

○市 長  ありがとうございました。

○市嶋委員  よろしくお願いいたします。市嶋と申します。私も視点３

の「地域と一体となった学校づくり」の部分でご意見させて

いただきたいと思います。現在、新潟市は、校長先生や先生

方のご努力と地域教育コーディネーターの方々のご活躍で、

「地域と一体となった学校づくり」が、地域と非常に密着し

て良い活動になっていると強く感じ、素晴らしいと思ってお

ります。今後実施されるコミュニティ・スクールにおいて、
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このすばらしい取組を維持しながら、地域の方々への更なる

協力体制の構築とともに、コンプライアンスなど、学校にか

かわる方々への研修制度なども充実させていただきたいと思

っています。また、コミュニティ・スクールを知らない方も

大勢いらっしゃると思いますし、誰がどのようにかかわるこ

とができるのか、ということをきちんと知らせていくという

ことも大切だと思っていますので、保護者、企業、地域で活

動されているような団体などにコミュニティ・スクールのこ

とを具体的に知らせていただき、より多くの方々にかかわっ

てもらいたいと思っております。

○市 長  ありがとうございました。

○佐藤委員  佐藤でございます。よろしくお願いいたします。私も視点

３の「地域と一体となった学校づくり」のところでお話しを

させていただきます。この視点において私が課題と感じてい

るのは、地域と学校の連携は良いのですが、保護者の参画が

低迷しているのではないか、という点です。それに関係して

ＰＴＡと教育委員会の連携についても少し触れさせてもらい

たいと思っております。今ほど市嶋委員からもお話しがあり

ましたように、地域と学校パートナーシップ事業は 10年以上
継続している事業で、地域の方々と学校の連携はとても素晴

らしいものに成長していると強く感じているところです。反

面、その連携の輪に保護者の顔はほとんど見えていないよう

に思います。一昨日、西区の教育ミーティングが開催されま

したが、参加された方から同じ意見が出ておりました。学校

とのかかわりを持っておられる地域の方々は、特にこの点を

危惧していることが分かりました。保護者の参加が低迷して

いる理由の 1つとしては、子育て世代は共働きということで、
仕事の関係で学校行事やＰＴＡ活動に参加できないというの

が実情と思います。そのような中で、企業では有給休暇の年

間５日以上取得を義務化する法令が今年度からスタートした

ところです。しかし、中小企業の実情として有給休暇を取得

しにくく、特にその理由がＰＴＡ活動となると、更に休みに

くい雰囲気があるというようなことも耳にしているところで

ございます。この点で企業の意識改革が必要ですし、更に言

わせていただくと、企業だけではなく保護者も意識改革が必

要であると思っています。仕事を理由にＰＴＡ活動から逃れ

られるようなネガティブな発想があるのではと感じておりま

す。ＰＴＡ活動のために有給休暇を取得し、積極的に活動に

参加するようなポジティブな保護者が増えて欲しいと思って

おります。
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 ここからは提案になりますが、学校行事やＰＴＡ活動に参

加するための有給休暇取得に積極的な企業を表彰するとか、

何らかの認定制度を構築するなど、保護者が地域活動や学校

行事、ＰＴＡ活動に積極的に参画できる風土づくりをしては

どうかと考えています。例えば、小中学生を持つ従業員がい

る会社の場合、会社の方から学校行事やＰＴＡ活動で休む日

を年度初めに調査・把握するなどの活動をしている企業や、

小中学生がいるのに会社を休まないって逆におかしいよ、と

いうような社風を持っている会社を表彰してはと考えており

ます。保護者を巻き込んだ本当の意味での「学・社・民の融

合」のためには、「地域の方々、保護者、企業の融合」が必要

と考えています。

 この関係でもう一点お話しさせてください。ＰＴＡと教育

委員会の連携についてです。私が調べたところ、本来ＰＴＡ

というのは各都道府県の教育委員会が所管になっています。

新潟県教育委員会でも、教育委員会主催でＰＴＡ研修会の実

施や「新潟県ＰＴＡ活動の手引き」という冊子の作成など、

ＰＴＡ活動の活性化に向けた取組を行っています。新潟市に

おいては、政令市移行と併せて新潟市のＰＴＡ連合会も、新

潟県ＰＴＡ連合会から独立しました。このような経緯から、

新潟市ＰＴＡ連合会は独自の活動をされています。また、新

潟市の教育委員会も新潟市ＰＴＡ連合会との連携がほとんど

できていないと感じています。年１回の教育委員との意見交

換のみで交流程度に留まっているのが現状ということでござ

います。私は、新潟市教育委員会がもっと積極的にアプロー

チし、同じ方向を向いて活動するための勉強会や研修会など

をしていくべきと考えております。

地域と一体となった学校づくりのために必要不可欠な保護

者の参画を向上するという目的で、保護者が学校行事に積極

的に参加できる風土づくりのための提案と、新潟市教育委員

会と新潟市ＰＴＡ連合会の積極的連携についてお話しさせて

いただきました。

○市 長  ありがとうございました。

○上田委員  私は視点４の「誰もが安心して学べる環境づくりを進めま

す」というところで意見をさせていただきます。今、ゲーム

で遊ぶ子どもたちがとても多いと思います。ゲームは人と接

することも少なく、自分本位で内容を進めていける道具と思

っています。また、家庭環境も、兄弟姉妹や家族がたくさん

いる中で過ごしていた昔とは違い、兄弟姉妹も少なく、核家

族化により、親もいない中で食事をする子どもも増えてきて
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いるということを聞いています。ですから、目の前にいる友

達がどういう思いをしているのかということを、生活や遊び

の中で学ぶ時間が減っていると思っています。安心安全な学

級づくりのために、心が傷ついたり、いやな気持ちになった

言葉、嬉しくなった言葉がどんな言葉なのか、お互いに学ん

だり話し合うなどして共有してもらいたいと思っています。

また、相手の気持ちを考えられるように、月１回でも２回で

もクラス全員で遊ぶ機会を作っていただきたいと思います。

お互いの気持ちを理解し、想像できる力を作れるような教育

を進めていただきたいと思います。

○小野沢委員  小野沢です。よろしくお願いします。私も視点４「誰もが

安心して学べる環境づくり」、これについて考えていることを

お伝えしたいと思います。今、国会でもバリアフリー化が注

目を集めていて、学びやすい環境整備の充実は進めてほしい

と思いますが、私たちにとって分からないことばかりなので

す。教育ミーティングで、インクルーシブ教育システムにつ

いて質問が出ました。障がいのあるなしにかかわらず、一緒

に学び、そこからいろいろな体験を通して、お互いを思いや

る気持ちを育てていく、ということなのですけれども、接す

ることがないと分からないことだらけなのです。人の想像力

とか、思いやりがこういったところでは大切です、といわれ

るのですが、経験したことがないと、思いをそこに寄せるこ

とができない。ですから、ここに書いてある「一人一人の困

っている状況や意欲に応じた多様な支援を行う」ということ

はとてもすばらしいと思うのです。一人一人の困り事はみん

な違うので、そういう人たちが、声を上げやすい環境、そし

て、それを丁寧に聞いてくれる人がいて、何か実現しよう、

難しいかもしれないけれども、実現できる方法はないだろう

かと、知恵を出し合って進めてくれる人たちがいる。これが

安心して学んでいける環境づくりにもなると思います。

 特別支援学級に通っているお子さんも、それぞれの障がい

も様々です。中には、トイレのために保護者が１時間おきに

学校に行っているというケースもあると聞きました。「保護者

の安心」というものも、この中に加えていただけたらと思い

ます。私たちは自分が経験したこと以上のことはなかなか分

からない、ということをお伝えしましたが、色々な話を聞く

ことでもいいのです。新潟市の皆さんが色々な人とかかわっ

て、様々なところで想像力を高めていけるようになったらい

いと思います。

 「ぐみの木だより」（市教育相談センターの広報誌）をいつ
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も送っていただくのですが、その中に教育相談部の遠藤さん

が、平成 31 年２月 22 日に出してくださった文章があって、
遠藤さんは白鳥の生の姿を見たのが新潟に来てからで、その

時初めて聞いた鳴き声が「ガウガウ」という非常にうるさい

声で、実際のイメージと随分違っていて、その後「コゥコゥ」

という声も分かったけれども、「ガウガウ」といううるさい声

しか印象になかった。それを聞いていた時に小さなお子さん

が言った「白鳥さんってお友達と離れないようにあんな声で

鳴くんだね」という言葉が非常に印象的だったという文章が

あるのです。小さな子どもの「白鳥さんたちはいつも仲良く

飛んでいるから、迷子になる白鳥さんがいたらかわいそうだ

もんね。声がかれても大きな声で鳴くんだね」という言葉を

「発見」した時に、私はすごく嬉しく感じました。色々な人

とかかわっていく中で発見する事に想像力を加えて、「誰もが

安心して学べる」新潟市の環境づくりというのを進めていっ

ていただけたらと思います。

丁寧に話を聞く環境、何でも言える環境、何とかそれらを

実現しようと骨を折って知恵を出してくださる皆さんがい

る、そんな新潟市の教育をぜひ実現していただきたいと思い

ます。

○渡邉節子委員  私も「誰もが安心して学べる環境づくり」という視点につ

いてお話しさせてください。今、小野沢委員の話を聞いて、

大変重なるところが多いと思っていました。

 私は、自分がスクールカウンセラーをずっとしてきたとい

うこともあり、学校に通えない、長期間休んで学校で学ぶこ

とが難しいという子どもたちのことがいつも頭の中にありま

す。また、これまで私が参加した各区の教育ミーティングで

も、そのような子どもを心配される地域の方の声が上がって

います。私は、そのような子どもへの支援を考える時に、ま

ず、学校や周囲の何がその子どもを通いづらくさせているの

かという視点が大切だと考えています。そして、必要に応じ

て学校が変わっていくこと、そのためには学校を支える私た

ちのような学校の外の大人や市民の方々が変わっていくこと

も大切だと考えています。

 そのような観点で、学校だけでなく、子どもがつながれる

場があれば、そこでの学びも尊重することが大切と考えます。

実際に学校に行けない子どもの中には、寺子屋のような塾や

フリースクールのようなところに行くことができたり、音楽

やスポーツの活動が支えになっていたり、少し遠くまで足を

伸ばして、職人さんのところで自分の学びたいことを学ぶと
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か、地域の方と交流することが学びの大切な場になっている

ということがあります。そのような場を子どもの資源として

積極的に認めて連携を図ろうとする姿勢、双方に交流し対話

しようとする姿勢が公教育として大切ではないかと考えてい

ます。時には、教育委員会や学校に話しても伝わらない、ま

るで響かないというような声が聞かれることがあります。そ

ういったことができるだけ少なくなるように保護者だけでな

く、地域の方や他の組織などとかかわりを持って、柔軟に考

えていくことが大切ではないかと思っています。子どもを真

ん中にして、それを支える大人同士も対話し、他者の視点を

理解して必要なことは取り入れていく、そのような取組を続

けていけると良いと考えています。

 学校では、対話を重視して教育活動を進めていると思いま

すが、子どもとの関係に加えて、教育に関わる大人が相互に

対話の姿勢を持つことが必要ではないかと考えています。ま

た、今後も教育相談センターをはじめ様々な市の機関で学び

の保障のための取組も進めていってもらいたいですし、渡邊

純子委員から話のあった学びの循環、生涯学習の場での学び

ということも充実させていけるといいと考えています。

 そのようなことを考えると、新潟市教育ビジョンの学校、

家庭や地域、民間の融合による取組は、学びの保障の観点か

らも大変大切な基盤であるということを、今回、改めて感じ

ています。これからも続けて取り組んでいけるとよいと考え

ています。

○市 長  委員の皆様から貴重なご意見をたくさんいただき、ありが

とうございました。皆様のご意見は第４期実施計画案に盛り

込まれた５つの視点に関連したものと思いますので、５つの

視点でまとめて私からお話ししたいと思います。

 視点１の「これからの社会で自信をもって自己実現できる

子どもの育成」については、自己肯定感に触れていただきま

した。教育ビジョン第４期実施計画案の中心的な考え方とし

て掲げられた、「これからの社会をたくましく生き抜く力の育

成」に向けて、一人一人の子どもたちの自己肯定感をはぐく

むということの重要性を認識させていただきました。周囲の

子どもたちが応援する雰囲気づくりをはじめ、学校だけでは

なく、保護者や地域の方の力を結集して子どもたちを支え、

子どもたちが様々な人とのかかわりを通じて自己肯定感がは

ぐくまれる教育を進めていただきたいと考えます。また、子

どもたちが社会に出て自分の夢の実現を図るためには、コミ

ュニケーション能力が大変重要であると思っています。今後



１２

は、国際化の進展の中で外国の方々とのかかわりも増えると

思いますので、外国語教育、国際理解教育にも力を入れてい

ただきたいと思います。

 視点２の「学びの循環による人づくり、地域づくり」につ

いてです。私たちの人生ですけれども、人生 100 年時代を迎
えていると言われています。そうした状況の中で、市民が学

んだ知識や成果を自らの活動に活かしていく、教育と実践の

好循環が生まれるような生涯学習教育の推進は重要です。す

でに図書館ボランティアが読み聞かせを行うブックスタート

事業など、教育と実践の取組が行われております。こうした

取組を他の生涯学習事業にも広げていただくようお願いした

いと思います。

 視点３の「地域と一体となった学校づくり」について、ご

指摘いただいたように、保護者の方々の共働き世帯の増加と

いうことがあり、保護者の方々を取り巻く環境は変化してい

ます。これまで、教育委員会が進めてきた、地域と一体とな

った学校づくりについては、こうした観点からも今後も推進

する必要があると考えています。

 有給休暇の積極的な取得には、企業を始め、社会全体の意

識改革が必要ですので、本市としても、ワーク・ライフ・バ

ランスの推進に率先して努めていきたいと思います。

 国が推進するコミュニティ・スクールを本市でも導入して

いくことで、地域の教育活動を担う人材の発掘や育成などが

より一層充実していくものと期待しています。そのためには、

公民館などを中心に、地域と一体となった教育がさらに進む

よう、市長部局の関係課と連携して取り組んでいく必要があ

ると考えています。

 視点４の「誰もが安心して学べる環境づくり」については、

子どもたちが安心して学べる環境づくりは大切で、そのため

には子どもたちが互いに認め合い、助け合う温かい学校、学

級の雰囲気を作っていくことが大切だと思います。全ての子

どもたちが安心して楽しく学べる環境づくりに力を入れてい

ただきたい。また、障がいを持った子どもたちも共に活動で

きる環境を作ることが、互いの立場を理解し、共に生きる社

会を作る上で大切であると思っています。学校だけでなく誰

もが安心して暮らせるまちづくりを進めていきたいと思いま

す。

 視点５の「教育関係職員の育成」についてですが、ますま

すこのことについても重要になってきます。子ども一人一人

の学びを大切にする。様々な個性や意欲に応じた教育を行う
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ことや、これからの社会を見据えて、子どもたちにとって必

要な資質や能力とは何かを考えながら、教育を行うことが大

事だと思っています。そのために、そうした子どもたちを育

むことのできる職員を育成することが大切です。社会や地域

と連携しながら、子どもたちの意欲を引き出し、個性に応じ

た教育を実践できる職員の育成をお願いしたいと思います。

私からは以上です。

 それでは、本日のご意見を踏まえまして教育長から一言お

願いしたいと思います。

○前田教育長  教育委員会では、この第４期実施計画の案を作成するにあ

たっては、これまでの第３期実施計画の施策の実施状況や、

その評価、そして国の動向や社会の変化などを踏まえながら、

また、教育ビジョン推進委員会の委員の方々の意見を参考に

しながら進めてまいりました。先ほど最初の説明にもありま

したが、これからの社会は、人口減少、グローバル化、超ス

マート社会、また、ソサエティ 5.0などといわれていますけれ
ども、近い将来、この十年、二十年後には、日本の労働人口

の約 49パーセントが、人工知能やロボットで代替えできるよ
うになる可能性が高いという推計もあるなど、本当に誰もが

経験したことのない予測困難な社会が待っていると思ってい

ます。そして、それは子どもたちだけでなく人生 100 年時代
と言われる中、私たちも含めた、すでに大人といわれる人た

ちもそういう社会を生きていかなければならないと思いま

す。

 子どもたちには、社会の変化を前向きに受け止めて意欲と

自信を持って自ら主体的にかかわり、いろいろな人たちと協

働しながら、よりよい人生、よりよい社会となるように考え

て行動できるようになってほしいと思いますし、また、それ

は私たち大人も同様であって、より豊かな人生、誰もが暮ら

しやすい、働きやすい、安心安全な、そんなよりよい社会を

目指して、様々な人たちと連携、協働し、主体的に考え行動

していくことが必要だと思います。そのためには、子どもを

真ん中に置くと、そういうこともやりやすくなるかと思って

います。

 そして、そのような大人の姿を見せることが、その子ども

たちに与える影響も大きいと思っていますので、先ほど佐藤

委員や、市長からも、意識改革という言葉が出ましたけれど

も、何よりもまず企業も含めて、私たち大人の意識を変えて

いくことが必要だと思っています。

 第４期実施計画につきましては、先ほど説明にありました
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が、現在パブリックコメントを募集しておりますので、また

様々な方々からのご意見も参考に、成案にしていきたいと思

いますし、そこに付く具体的な事業については、財政的な課

題もありますけれども、知恵を出し合って、工夫しながら、

できるだけ効果的なものになるようにしていきたいと思って

います。

 そして教育ビジョンの基本目標に掲げる、３つの目標の実

現に向けて、これからの社会をたくましく生き抜く力の育成

を目指して、学・社・民の融合による教育、これを一層充実

発展させていきたいと考えています。

○市 長  ありがとうございました。そのほか皆様から他にご意見は

ございますか。

 第４期実施計画では新たに５つの視点により「これからの

社会をたくましく生き抜く力」の育成に向けて、学・社・民

の融合による教育をさらに推進していくことが確認できまし

た。本日の実施計画に対する考え方や、ご意見などを踏まえ、

今年度末に期限を迎える本市の教育の大綱について、次回の

総合教育会議で案をお示ししたいと考えています。

 それでは、本日の会議の議題は全て終了いたしました。進

行を事務局にお返しします。

○司会

（政策企画部長）

 本日は活発な意見交換を頂戴しましてありがとうございま

した。次回の会議日程につきましては、日程調整をさせてい

ただいた上で、改めてご連絡させていただきます。

 それでは、これを持ちまして令和元年度第１回総合教育会

議を終了させていただきます。

ありがとうございました。


